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                         2020 年 2 月 23 日 
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 本稿は，2000年 12月 10日発行の福音主義神学会による『福音主義神学』

No.31の「終末論」に掲載された内容の聖句を『聖書協会共同訳』に，見出し

や符合などを一部訂正したものです。 

 

＜序＞  

 本稿は,歴史的終末論を概観することにより,その性格と本質を明るみに出し,異端の

終末論を聖書の光の中に見ようとするものである。一般に,ヘレニズム時代におけるユ

ダヤ民族の困難な状況が,黙示思想を産み出したと言われている。確かに,「国が始ま

って以来，その時までなかった苦難」(ダニエル 12:1)が ,切迫した終末意識を育てたと

言われている。確かに,バビロンの捕囚時代,黙示的終末論がユダヤ教やキリスト教会

に与えた影響を無視することができないだろう。 

 歴史上,終末待望論者の中には,行為義認による救済と結合して,既存の教会から分

派的に離脱した例がおびただしい。分派,異端は,時代の不穏な兆候を分析し,扇情的

に警鐘を乱打するのである。異端として烙印をおされた例はおびただしい。福音書自

体も「これから世界に起こることを予感し，恐怖のあまり気を失うだろう」(ルカ 21:26)と

いった形で終末を描写している。悪天候や,蔓延する疫病,食糧不足の悲観的な時代

には,絶え間なく終末論的ラディカリズムが現われた1。神はもはや現世において民を

救済せず,新天新地においてのみ救いがあるという教説が頭をもたげてきた。暗転した

未来像により,地平線上の終末的王国を希求するのは,様々な宗教に見いだせる2。  

キリスト教の終末論の一つ,千年王国説をラテン語で millenium, ギリシャ語で
chiliasme という。キリスト教の異端はキリスト教的希望を持ちながら,救済論において
「今すでに」jetzt

イェッツト

 schon
シ ョ ー ン

を受け入れない。異端は〈キリストが裁き主であると共に救い主
として来る〉ことを力説する。しかし,「いまだなお」noch

ノ ッ ホ

 nicht
ニ ヒ ト

に力点を置いている。その
結果,神の義を追求する選民のみが,千年王国に受け容れられる道が開けるという排除

的選民思想を醸成した。教義に,選ばれた者には永遠の不死が与えられるという最終
的救済の帰結がある。 
 終末論的 eschatological とは,時間上の終わりではなく,意味上の究極的 ultimate な
視座である。つまり終末論とは世界史に終止符を打つ時間的,空間的な最後の事柄で

はない。自己絶対化―自己義といった最後のものを神に委ねる kairo,j カイロス[瞬
間的時間]が e;scaton エスカトンであろう。 
 今日でも跋扈する異端。三つの段階により歴史的な経路を分析し,結論に達すること
を試みたい。 

 
 

1 Wired magazine Erik Davis 20004月 5日。 〈人工知能［ナノテクノロジーや遺伝子工学］を所持するロボットが

人類歴史を支配する主人になる可能性。〉 

 「地球白書」1996-97 第 2，3，5章 オーム社 慶應義塾大学 茅陽一監修, 1999年 11月 29日 環境庁報道

発表資料 「化学物質と環境」概要版。〈オゾン層破壊,ダイオキシン汚染,環境ホルモン,PCBの処理などの環境

汚染等〉 
2 『至福千年』アンリ・フォション みすず書房 1988年 35五頁。イランのゾロアスター教では,一万一千年の後に冬

と夜がこの世に襲いかかってくると考える。その後,イマの王国からよみがえった死者たちが大地に降りきたって再

び地上に満ちあふれるという。宇宙は,光と闇との二元論で構成されている。アーリマンがきよめの日に焼き尽くさ

れる。アフラ・マツダの〈強く要望された支配〉が成就する前に最後の闘いがある。 
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(1) 源泉となった黙示文書 

a. 死海文書の終末論 

b. 地上の楽園と平和 

c. 領域的な王国への待望 

(2) 異端の自己義認 

a. 千年王国説 

b. 二元論の禁欲的エリート主義者 

c. 中世時代の農民革命への影響 

 (3) 統一的コンプリヘンシブによる終末論 

a. 「王国が来ますように」 

b. 神の到来による義の宣告 

c. ラディカルな終末論を凌駕する弁証 

 

 

(1) 源泉となった黙示文書 

a. 死海文書の終末論 

 メシアを待望し,古い自分と世を否定する。ファリサイ派,サドカイ派と異なるユダヤ教

の分派が一世紀に存在した。死海写本の発見は,当時の悲観的な世を捨て,来たるべ

き世に生きようとしたグループに光をあてた。エッセネ派,クムラン教団が該当する。写

本の rv,Peeeee［ペーシェル pesher 註解］には,「義の教師」に対する報い,「地を受け継ぐ」,

「地に住む」が頻出している。(詩編 37:3,9,11,22,29,34)。 

 dWha:i［ヤハッド the YAHAD 共同体］の中で,「義なる人」と「偽りの人」の内部抗争が

起きる。「義の子ら」はすべて光の王に支配され,「虚偽の子ら」は闇の天使の支配下に

ある。二つの対立する霊,善である光と,悪である闇の宇宙的な闘いを反映している。破

滅をもたらす闇の支配者は,人類始祖以来影響力を行使してきた。「義の子らはみな

光の君によって支配され,光の道を歩むが,偽りの子らはみな闇の天使によって支配さ

れる」と教えた33)。世界が終末に近づくと,最終的審判の前にサタンは道連れにしようと

躍起になる。やがて,神は介入し,メシアはサタンに勝利する。「光の子ら」を救い,繁栄

に満ちた王国を相続させる。 

 山上の説教で,イエスは「へりくだった人々」が「地を受け継ぐ」と詩篇 37篇を引用し

ている (マタイ 5:5)。~ywin"[' アナヴィーム [へりくだった人々]とは「貧しい者」とも訳す

る。ヘブライ語本文に 25回出ている。新約時代も「貧しい者」のためにイエスは福音を

語った。(イザヤ 61:1-2, ルカ 4:18-19)。権力のある者や,富んだ者は自分の権勢を

誇り,神を侮っている。しかし,「貧しい者」は神に頼らざるを得ず,慰めや力を神から得る

ためにへりくだっている。「地」とは約束の地であり,神がご自分の民に与える祝福の象

徴であろう。神が民と共に住まうことを示唆している。邪悪な者が 9節で「絶たれ」とあ

るのは,神の恵みから断絶することである。 

 「貧しい者」とはどんな人であるのか。 

 「主に望みを置き その道を守れ」(34節),「全き人を守り」(37節),「平和の人」(37節)

である。つまり,神の約束を信頼し,律法に従っているゆえに,神は正しい者とみなしてい

る。 

 終末論は,古い世の終焉,廃棄である。新しい世の始まりを期待させる。 

 徹底した悲観主義が蔓延する時代に,超自然的な神の介入を待ち望む状況が整っ

てしまう。自分たちこそが,神に是認され,新しい「地」を相続すると思いこむ者たちが出
 

3 「宗教要覧」Ⅲ・18－21,64－65頁。『死海写本の謎を解く』Ｅ・Ｍ・クック 教文館 1995年 152頁。 
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て来た。邪悪な者排除と自己絶対化という誘惑への誘い水にもなる。善悪二元論が底

流にある。 

 人間である限り,個の確立という自己義認を求道する契機がある。人間は旅人のよう

に自分の魂の純粋性を慰める主題を見出そうとする。貧しい庶民や,権益に与ることが

できない者たちは現体制を否定するイデオロギー,理念である終末思想に共鳴するよ

うになる。終末待望が萌芽する糸口は自己義認と言えまいか。 

  

 b. 地上の楽園と平和 

 黙示文書［紀元前 2世紀頃-西暦 1世紀頃］とは,世の終わりについての黙示を記し

た一連の文書である。黙示［覆いを取り除く］はヨハネの黙示録 一章一節に由来して

いる。外典と偽典の「第四エズラ書」「バルクの黙示録」「エノク書」などの一群の書によ

る。正典では,旧約聖書のダニエル書,新約聖書の黙示録を含める。終末論を待望す

るセクトは,黙示文書を源泉とする熱狂主義者と言えよう。 

 新約聖書も黙示文書から引用する。ユダ 9節[「モーセの昇天」写本現存せず],ユダ

14，15節[「エチオピア語エノク書 1:9」],Ⅱペトロ 2:4 [同 18:11以下,20:2,21:1以

下]4。 

 黙示文書の主題の多くは,世の終わりに,神の裁きがあること,人類が選別されることを

記している。黙示文書の特徴に現在の苦難と,到来する楽園的な王国の二元論をあげ

ることができる。キリスト以降のラディカルな終末運動がかかげる思想には,黙示文書的

思想の継承があろう。この世と未来の世という二つのアイオーンの対立である。 

 「裁きの日は今の時の終わりであり，来るべき不死の時の初めである。その時，朽ち

果てるということはもはやなく，放縦は取り去られ，不信は根絶やしにされ，義が増し加

わり，真理が明らかになる。」（エズラ記〈ラテン語〉 ７:113-114）5。「この世」(ヘブライ

語 hZ<h' ml'A[ オーラーム・ハッゼ「現世」)が過ぎ去った後に,「来るべき世」(ヘブラ

イ語 aB'h; ml'A[ オーラーム・ハッバー「来世」)が到来するのである6。「ユダとレビ

の部族から主の救いがあらわれ,ベリアルに戦いをいどみ,お前たちの敵に永遠の復讐

をする。」(十二族長の遺訓 七男ダン 5:10)7。ベリアルの支配下にある古い世は過ぎ

去る。ベリアルである悪魔は「この世の神」(Ⅱコリント 4:4)8である。破局が近い時に,神

は「滅びの群」massa perditionis の根本に斧を置く(マタイ 3:10)。敬虔な者と不信仰な

者が,羊とやぎのように分けられる。「主よ，…あなたが定めたことを守って，今生きてい

る人々は幸いです。…正しい人は多くなく，むしろ僅かであり，神を敬わない人が増え

ている」（エズラ記〈ラテン語〉 ７:45,51）9。「この世」は神の主権に敵対するサタンの支

配下とみなす。新しい「天と地」の前に,神は未曾有の裁きをくだす。ノアの洪水の時と

同様に〈選ばれた者〉だけが通過するという思想である。〈選ばれた者〉は,ギリシア思想や,

グノーシス主義のような霊的存在ではない。アダムが喪失した身体的完全さの回復で

ある。宇宙の最高主権者は,来たるべき世に,戦争,病気,貧困,不幸に終止符を打つ。

新しい世は祝福,喜び,平和,健康,不老不死で満ちている。新しい世が始まる時,死者

はよみがえる。「地は，その中に眠るものを，塵はその中に黙して住む者を差し戻し，
 

4 『新キリスト教事典』いのちのことば社 1991年 1174頁。〈ユダ 9節にはモーセの昇天から,14,15 節にはⅠエノ

クからの引用が見られる。また,Ⅱペテロ 2:4 もⅠエノクからの引用がなされ〉。 
5 『旧約聖書外典(下)』新見宏訳 講談社 1999年 163頁,『新共同訳』旧約続編エズラ記(ラテン語) 4：26。 
6 The Coming of the Kingdom  Herman Ridderbos Paideia Press  1978  p.12-13. 
7 『聖書外典偽典５』旧約偽典Ⅲ 笈川博一・土岐健治訳  教文館 1976年  305頁。 
8 『新世界訳』(ものみの塔協会発行 1984年版)では「この事物の体制の神」と訳出。 
9 『旧約聖書外典(下)』同 1999年 155,156 頁; 参照:『新共同訳』続編エズラ記(ラテン語) 7:47。 
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陰府の小部屋はそこに預けられていた魂を差し戻す」（エズラ記〈ラテン語〉 7:32）10。

「生殖も増殖もない」世になり,人口爆発,食糧不足はない11。 第七日目の千年期に

「神はこれを見て,良しとされた」という創造が完成する12。エデンの!G: ガンは,ペルシャ

語の「園,公園」から由来した語である13。「あなたたちのためには楽園が開かれ，命の

木が植えられ，来るべき時が備えられ，豊かさが用意され，都が築かれ，安息が保証さ

れ，善いものが完成され，知恵はすでに完全なものとされている。悪の根はあなたたち

に対して封印され，病は消え去り，死は隠れ…」（エズラ記〈ラテン語〉 8:52,53）14。地

上の楽園で永遠の命を享受できる展望が黙示文書に書かれている。 

 黙示文書的思弁は後期ユダヤ教,キリスト教会に影響を少なからず与えた。神に敵

対する世と,未来の世という二つのアイオーンの二元論的発想はペルシャ的終末論の

影響である15。 

 黙示文書の二元論的思惟は,形而上学的,独立した思弁的教えではない。常に歴史

的,時間的,宇宙論的,黙示的視点である。つまり黙示文書的思想は,この世と未来の世

という二つのアイオーンの連続を認めない。時間的に分離するのである。「この世」を

変革したり,住みやすい環境作りに貢献する意欲は当然持ち合わせない。今の世界の

破棄を望むからである。滅び行く体制には魅力がない。したがって,世界の大転換を願

う者は黙示文書的期待を歓迎するだろう。新天新地をもたらす神の意志を中心とした

生活が救いにつながると考える。神が介入し,歴史に審判をくだすまでの忍耐を甘受

する。「不法がはびこるので,多くの人の愛が冷える。しかし,最後まで耐え忍ぶ者は救

われる」(マタイ 24:12-13)。 

 後期ユダヤ教の神学では,〈神の国が現われる〉という願いが純粋に終末論的な概念

になった16。 

 

 c. 領域的な王国への待望 

 異端の軌跡を辿ると,「この世」を否定し,「神の国」を待ち望む教理が伴う。旧約聖書

の tWkl.m; （マルクート [王国])の本来の意味は何か。「王国」という言葉はあるが,「神

の国」という表現は旧約聖書にはない。「王的支配」の概念を表わす%l,m, メレフ [統べ

治められる]は出エジプト記 15章 18節に初めて出て来る。マラフは「統治する,王とな

る」が語源である。「わが神，メレフ [王]よ」（詩編 145:1）は神の今の統治を表わして

いる。メレフは政治権力,王権,権能であることが原義である17。 したがってマルクートを

「王権」と訳したりする。（サムエル上 20:31）。アラム語の王国の 57箇所の中で,空間

的な領域の概念はわずかにすぎない。 
 

10 エズラ記(ラテン語) 7：32,参照『新共同訳』続編。 
11 Palestinian Talmud Berakoath 17a;  参照聖句 マタイ 22：30。 
12 Theological Dictionary of the New Testament Vol.Ⅸ  Eduard Lohse Eerdmans 1974 p.471. 
13 『ギリシャ語新約聖書釈義事典 Ⅲ』Ｇ・シュナイダー編 1993 年 42頁, 

『創世記Ⅰ』ヘブライ語聖書 対訳シリーズ ミルトス・ヘブライ文化研究所編 1992年 25頁 「楽しみ,よく潤され

た所」, 『現代ヘブライ語辞典』 キリスト聖書塾  1984年 349 頁〈天国,来世,理想郷〉。 
14 エズラ記(ラテン語) 8：52，53 『新共同訳』旧約続編。 
15 『ユダヤ終末論におけるギリシアの影響』Ｔ・Ｆ・グラッソン 新教出版社 1984年 11,12頁。 〈ヘシオドスの『仕事

と日々』において,世界史の四つの継起する時代が,諸金属であらわされている。そしてそこに英雄時代が挿入さ

れているが,これは,いかなる物質にも結びつけられていない。四つの金属は,金,銀,青銅,鉄である。さてダニエル

二章においても,世界史は四つの金属―金,銀,青銅,鉄で あらわされている。第四の時期の後期の状態は鉄と

粘土の混合だとされている。〉 
16 Theological Dictionary of the New Testament Vol.I   K.G.Kuhn  Eerdmans  1977  573;  
  『キッテル 新約聖書 神学辞典 王 王国』 Ｋ・Ｇ・クーン 教文館 1965 年 21 頁。 
17 The Coming of the Kingdom Herman Ridderbos, Paideia Press  1978 p.16;   

『キッテル新約聖書神学辞典  王 王国』(同 15 頁)。 
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 異邦諸国民からの圧制,「悪い教師」「偽りの預言者」が跳梁する時代は神を見失う。

神の王的支配に不信仰となりやすい。黙示文書的思弁は「神の支配」という現実的な

リアリティーを否定する。「神の統治」の空間的,時間的成就を切望し,隠遁の共同生活

を始めたりする。 

 死海写本の発見にしたがって,エッセネ派の詳細な入会手続きが判明した。「宗教要

覧」は,一年の入会儀式や食事規定,結婚を禁止し,養子によって種族の延命を図るな

ど禁欲に徹していた18。 エッセネ派が厳しい戒律に耐えることができたのは,「この世」

を拒絶し,「新しい王国」に希望を託していたからである。 

 黙示文書の旧約ダニエル書は王国の到来を預言している。黙示終末論者が領域の

用法で頻用する箇所がある。「天の神は永遠に滅ぼされることのない王国を興されま

す。その王国は，他の民に渡されることはなく，かえってこれらの王国をすべて粉砕し

て滅ぼし，永遠に立ち続けます。」(ダニエル 2:44)19。新しいアイオーンが古いアイオ

ーンに取って代わる証例とする。しかし,ダニエル 4章 31節の王国はまったく相反す

る。「私はいと高き方をたたえ，永遠に生きる方を賛美し，崇めた。 その支配は永遠の

支配 その王国は代々にわたって続く」。享受している「神の支配」の永遠性,連続性を

宣言している。現在「神の統治」が〈今すでに〉確立している。民は目下統治しておられ

る神に賛美,感謝,喜びを表明したのである。 

 したがって,聖書には「神の支配」は，ノッホ・ニヒト「いまだなお」と，イェッツト・ ショー

ン「今すでに」がある。二つの概念は対立的命題ではない。二律背反でもない。統一

的コンプリヘンシブに把捉しなければならない。 

 ファリサイ派はメシア待望という強い民族意識があった。政治的な方法で神の介入が

あることを信じ,民衆に説いていた。ファリサイ人はイエスの真のメシア性・到来・支配を

拒絶した。バシレイアは将来の実現であって,現在の作用範囲内とは認識し

ていなかった。黙示文書の関心は,新しいアイオーンの開始の時点に集中していた。

ファリサイ人は「神のバシレイアはいつ来るのか」とイエスに回答を迫った。イエスの答

え方はまず否定から始まった。「バシレイアは,見える形では来ない」,「『ここにある』『あ

そこにある』と言えるものでもない」。一番目に,時間的に,次に空間的な「神の支配」の

到来を打ち消した。黙示思想終末論者は,1533年,1843年,1914年,1975年などに,時

間的・空間的な再臨待望を熱狂的に展開した20。黙示文書的思弁は「いまだなお」を

一義的に解釈する傾向がある。「実に,神の国はエントス ヒュモーン ある

のだ」を半面的にとらえてはいけない(ルカ 17:21)。平衡の取れた視座―統一的コン

プリヘンシブで釈義すればよい。テルトゥリアヌスは正統と異端を見分ける基準の定式

を確立。『マルキオン反論』の中で註解している21。ヒュモーンは問答の相手の「ファリ

サイ人の」に適用。「神の国」は「ファリサイ人のエントス」で「今すでに」始まっていると

解した。つまりバシレイアは将来のことではなく,「今すでに」影響を及ぼしていると説明

した。 

 神が,主権者として永遠不変に「今すでに」統治・支配しているなら,メシアの来臨・再

臨は不要なのか。否。キリストの贖いによって不義なる者の義認 justificatio injusti が

初めて確立することになる。 

 一般的に,イスラエルの民のバビロン捕囚の期間に,黙示思想の芽生えを辿ることが

できよう。バビロンから帰還した民は,神である「人の子」の登場を熱望した。「主の日」

の幕開け,王の即位までの緊張感を持続しながら,終末思想を展開していった。イエス
 

18 『死海文書のすべて』(Ｊ・Ｃ・ヴァンダーカム 青土社 1997年 159-175頁)。 
19 ダニエル 2:44『旧約聖書』関根正雄訳 1997年。 
20 拙稿「目薬」誌 №⑩ 1998 年 3頁。 
21 Ante-nicene Fathers Vol.3 Tertullian Against Marcion  Book Ⅳ  Hendrickson 1994  p.409. 
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の時代には,「ダビデの倒れた仮庵」(アモス 9:11)の再建を望む信仰姿勢が,敬虔なユ

ダヤ人の動機の座に位置していた。 

 イザヤ書には,新しい義の時代を待ち望む描写がある。「終わりの日のシオンへの帰

還」(イザヤ 2:1-5),「エッサイの株の若枝,狼と小羊の共生」(同 11:1-9),「シオンへの

大路」(同 35:1-10),「インマヌエルの誕生」(同 7:10-17),「みどりごは力ある神」(同 

9:1-6)などは,王の像として神秘的にエスカトンに投影されていった22。 

 注目すべきは,「神の到来」の預言である。「悪に報いる神」救済者の現出が前方に

控えている。「報復が，神の報いが来る。 神は来られ，あなたがたを救う」(イザヤ 

35:4)。 

 

(2) 異端の自己義認 

 a.千年王国説 Millenium 

 黙示文書は,序章的な裁きの後にメシアが千年間新しいアイオーンを支配すると述
べる。「千年」は黙示録 20章 2-7節だけにしか出てこない。ユダヤ教では西暦 90年
頃の記録がもっとも古い23。黙示文書の中には,400年の期間と不定期間が存続する
場合もある24。 
 千年王国論は終末論の一形態である。premillenarianism「前千年王国説」, 
postmillenarinism「後千年王国説」, anmillenarianism「無千年王国説」の三つのタイプ

がある。前千年王国説の信奉者の中からラディカルな再臨待望が生まれやすい。前
千年王国説が異端の範疇に入れるかどうかは,「異端」の定義25に左右される。 
 「異端」と前千年王国説を同列に論じることが可能だろうか。 
 1978年 11月後半,ジム・ジョーンズは,南米のガイアナの 93名の集団自殺の指導者
である。「地上に築くことのできる最良の天国」と称し,前千年王国説の橋頭堡を築い

た。出発点は 1956年に旗揚げした米国インディアナ州のペンテコステ教会であった。
つまり既存の宗教を起点とする分派である。ジョーンズは黙示文書に傾倒し,夢想し
た。核戦争の脅威を訴え,教会を安全圏に移転することまでもした。ハルマゲドンを妄
想症的,誇大妄想的に解釈したのは,オウム真理教の麻原彰晃と同根であろう26。麻原
は「世の終わり」を演出した。1995年 3月 21日,東京地下鉄サリン事件によって 11名
が死亡,5千名近くが被害を受けた。 
 終末の時が迫りつつあるという切迫感は現実からの離脱を促進した。グルの提示す
るラディカルな前千年王国説の夢に陶酔した。二例は教条主義的な聖書主義というよ
り神秘主義的傾向が強かったと言えよう。霊的熱狂主義者にとって前千年王国説の旗
印は奏効した。 

 千年王国説を支持した初代教父ユスティヌス［100頃-165頃］,エイレナイオス［130

頃-200頃］とモンタノス派［?-179以前］27を比較してみよう。モンタノス運動は正統派

から異端宣告を受けた。一方,リヨンの司教であったエイレナイオスや,ユスティヌス,ラク

タンティウス［240頃-320/330頃］たちは至福千年説を主張しても批判を受けなかっ
 

22 Word without end: the Old Testament as abiding theoloical witness  Christopher R.Seitz Eerdman 1998  

p.226-227. 
23 Kommentar zum Neuen Testament aus Talmud und Midrasch Ⅲ  H.L.Strack-P.Billerbeck  1965 p.824; 

〈ラビのエリエゼル・ベン・ヒルカノスが,エジプト在住が 400年,士師時代の異邦人支配が 111年, 

バビロン捕囚からエルサレム陥落までが 490年,合計約千年と計算〉。 
24 第四エズラ書 7:28『旧約聖書外典(下)』同 153頁, シリア語バルク黙示録 40:3『聖書外典偽典 ５』同 110頁。 
25 拙稿「ものみの塔の超ファンダメンタリズムからの回帰」福音主義神学会・西部部会・組織神学部門 1999年 4,5

頁の論考参照,「目薬」誌 №⑪〈異端とは〉市川康則 1998年 9頁。 
26 『終末と救済の幻想』(ロバート・Ｊ・リフトン 岩波書店  2000年 288-295頁)。 
27 『異端の歴史』(Ｄ・クリスティ=マレイ 教文館 1997年 51-56頁)。〈156年頃から聖霊充満のカリスマ的感激を               

期待し,厳格な道徳主義を実践した。新しいエルサレムがフリュギアのぺプーザに実現することを信じていた。 

既存の教会の位階制度を否定したグループである。徹底的な弾圧により 5世紀頃に消滅。〉 
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た。どうしてモンタノス派が異端として烙印を受けたのか。「間違った神学」を唱道した

ことが原因なのか。神学とは信仰の理性的解釈の試みだと定義しよう。すると,聖書解

釈が信仰的・キリスト論的規範から逸脱した場合,「間違った神学」となる28。 

三位一体の教説を初めて明言したテルトゥリアヌス［150/160-220以降］に注視した

い。テルトゥリアヌスはラテン神学の基礎を造った神学者である。テルトゥリアヌスは 207

年頃モンタノス主義の運動に参与した。道徳的な厳格さに魅了され,聖霊運動に走っ

たにすぎない。「間違った神学」を唱えたわけではない。しかし,カトリック教会は,テルト

ゥリアヌスを異端として排斥した。厳密には,「教会によって教えられている教理を拒絶

することによって始まる。神の権威に対する従順は教会の教えに対する同意を要求す

る。教会の信仰の規準よりも個人が選んだ所説を重視するのが異端である」の判断が

働いたのだろう29。つまり歴史的過程の中では教会会議が正統と異端の峻別に大きな

役割を果たしてきた30。 

では,エイレナイオスたちが前千年王国説を支持しても,教会から弾圧を受けなかっ

たのはなぜか。一つに,当時はまだ「前千年王国説」「後千年王国説」「無千年王国説」

の取捨選択のための体系づけた論議がなされていなかったからである。二つ目に,エ

イレナイオスたちはキリストの再臨の日を特定しなかったことである。三つ目に,自己義

認を主張せず,禁欲主義的エリートとして排他的ではなかったことが挙げられる。したが

って,当時,人々は前千年王国説支持者に偏見を抱かなかった。 

 三世紀の神学者オリゲネスは,「無千年王国説」の立場であり,前千年王国説を否定

した。アウグスティヌス［354-430］も,未来の千年王国を推論にすぎないと斥けた。前千

年王国説を唱えたドナティスト Donatiani vel Donatistae たちを「肉的な人々」と糾弾し

た31。教会がキリストの王国であると説いた。千年期は地上における教会が勝利する歴

史の全期間と同一であると論及した32。つまり黙示録の「千年」を象徴的な数字と解釈

する。アウグスティヌスは「神の国」,「教会」,「黙示文書の千年期観」に関する神学的思

考の基礎を構築する上で方向性を定めた。「無千年王国説」が中世以降の正統的な

教義,カトリック教会の公認の教えとなった。アウグスティヌスの死後エフェソス公会議

［431年］では,前千年王国説が「迷信」として否認されている。「無千年王国説」,「後千

年王国説」の歴史的趨向は,ラディカルな再臨や,社会変革を望まない体質にした。 

 アウグスティヌスは,75歳頃に「もろもろの異端について」De haeresibus を執筆した。

88の異端を分析した。アウグスティヌス自身は 19歳でマニ教に没頭し,9年後にキリス

ト教に再び復帰した経緯がある33。アウグスティヌスは本稿に欠漏できない経歴,客観

的な洞察力がある神学者であろう。自己義認の権化と言われるペラギウス主義に対す

る論駁も示唆に富んでいる。 

 

 b. 二元論の禁欲的エリート主義者 

 黙示文書の影響を受けた者たちは神の義を固定的に解する。矛盾に満ちた古い世

に,神の裁きがくだる。エスカトン時の神の審判行為は不法と邪悪に終止符を打つ。忠
 

28 The Four Great Heresies  J.W.C.Wand  London 1967 p.13. 
29 『新カトリック大事典Ⅰ』(研究社 1996年 475頁)。2000年 3月 12日にバチカンでヨハネ・パウロ二世は,「誤っ

た信念のもとに行なわれた異端裁判や宗教戦争」に対する謝罪を発信した。教会は「異端」に対応する際,慎重

でなければならない。Orthodoxy(正統信仰)と Orthopraxis(正統的信仰生活)は必ずしも一致しないからであ

る。参考:Was ist Haresue? K.Rahner Schriften zu Theologie 5 Köln, Zürich 1962 S.527-76. 
30 マルティン・ルター対トマス・ミュンツァー,ジャン・カルヴァン対ミカエル・セルヴェトス,改革派教会対アルミニウス

主義において相手を異端と糾弾する主導権争いの構図がある。ローマ・カトリック教会から見れば,プロテスタント

教会が異端である。拙稿「ものみの塔の超ファンダメンタリズムからの回帰」同 4頁の論考参照。 
31 『アウグスティヌス著作集 １５』「神の国」(５) (教文館 1983年 115頁)。 
32 Christ's Second Coming Will It Be Premillennial? David Brown Still Waters Revival Books 1990 p.62. 
33 拙論「目」誌 №⑭ 1999年 10-11頁。 
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実な者たちの救出と義認,他方では邪悪な者たちに報復的な処罰を行使する。今の体

制への不満,焦燥,憎悪を解消してくれる。しかしながら,現在までは悪が許されてきた。

オリゲネス［185頃-254頃］は神の裁きが速やかに実現しない理由を,神の忍耐と罪へ

の猶予だと考えた。 

 ペラギウス［360頃-420頃］は,オリゲネスに追随した。「神の怒り(ギリシア語 ovrgh, オ
ルゲー)とわたしたちが呼ぶものは,神の感情(pa,qoj パトス)のことではなく,非常に重

大な罪を犯した人々に対して,より厳格な方法による教育の目的のために用いられる

何かである」34。罪人に悔悛の猶予の期間を与えるために,神はすぐに審判をくださな

い釈義を継承した。人は自ら良い行ないの蓄積によって,最終的に義と認められると教

えた。国教化政策によって,教会が生ぬるくなり,退廃した道徳をペラギウスは憂えた。

「名前だけのキリスト者」35で形骸化した教会を酷評した。特に矛先は聖職者に向けら

れた。弱者の立場に対する権威主義,抑圧に対決した。ローマで,信徒集団の指導者

になった。「道徳的完成は人間にとって可能である」と力説した36。禁欲生活を奨励し,

聖者として評判が高まった。教養のある異教徒や,多くの信奉者から称賛された。ペラ

ギウスは神の恩恵による律法と自由意志を強調した。神は人間に不可能なことを強要

するはずはないと考えた。自発的な愛によって,神の義を実践する神人協力説

(Synergeia)の草分けとなった。ペラギウス派は禁欲的エリート主義の様相を帯びてい

た。 

 1863年,エレン・ホワイト［ウィリアム・ミラーの後継者］は宇宙論争を説いた37。神とサ

タンの宇宙的闘争歴史に終止符を打つために神の民を選ぶという。善悪闘争史的二

元構造の教理を教える。キリストの共同の相続人として忠誠を保つために殉教も厭わ

ない。キリストの義を重んじるからである。アドベンティスト派の教理によって基礎を作っ

たエホバの証人も同様の見解を浸透させる。モンタノス運動,中世の千年王国運動,19

世紀以降のラディカルな再臨運動に共通しているのは,キリストの模範に倣う行為義認

であろう。黙示文書的な応報思想が水脈のように受け継がれている。 

 ペラギウスの著書には「模範(exemplum)」「模倣する(imitari)」の概念が反復する。

『聖パウロの手紙注解』Commentarii in epistulas S.Pauli の中だけでも 200以上出てい

る。最初のアダムの罪性ではなく,キリストの模範―信仰の完成者(ヘブライ 12:2)に倣

うことが,世に勝利する道と強調した38。アウグスティヌスは,「神の恩恵がわたしたちの功

績に応じて与えられるということを証明しようと努力を集中するのです」と,ペラギウスの

功績主義,禁欲主義を論駁した39。アウグスティヌスは強弁した。キリストの模範に従うこ

とによって義とされるのではない。神は罪人を赦免する。たとえ功績がなくても,無条件

で義と認める。キリストへの「信仰のみ」が義認をもたらすという神学的核心がプロテス

タント教会に定着するようになった。 

 歴史的なアイロニーを垣間見る気がする。法律を学んだペラギウスは四年ほどで修
 

34 『オリゲネス 4』ケルソス駁論Ⅱ キリスト教父著作集 教文館 1997 年 154頁。 
35 Expositiones  ⅩⅢ Epistularum Sancti Pauli  A.Souter, Pelagius's Expositions of Thirteen Epistles of St.Paul 

J.A.Robinson Cambridge 1926 p.367. 
36 「デメトリアスへの手紙」第 2 章,『アウグスティヌス著作集 ９』ペラギウス派駁論集(１) 教文館 1979 年 340頁。 
37 The Day-Star [reprint of 1846] O.R.L.Crosier Leaves-Of-Autumn Books 1990 p.13-20, 『終末・預言・安息日』 

村上良夫 新教出版社 1998 年 201-202頁。サタンは神の統治が不当だと主張。〈サタンの主張を反駁すること

がキリストの働きであり,キリストの名を持つすべての者の働きである」,「それから終わりが来る。神はご自分の律法

の正しさを立証し,その民を救われる〉, 参照『洞察』第一巻 ものみの塔協会発行 1138-1139頁, 拙著「目薬」

誌 №17 1999年 4頁。 
38 Purging the Poison: the Revitsion of Pelagius' Pauline Commentaries by Casiodorus and his Students 

D.W.Johnson  Princeton 1989. 
39 『アウグスティヌス著作集 Ⅹ』ペラギウス派駁論集(２) 教文館 1985年 56頁。 
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道士になり,博学であった。人々からの信頼を勝ち得る人格者であった。一方,アウグス

ティヌスは 30年以上にわたって,放蕩三昧,不道徳な生活,二元論のマニ教に身を置

いた末,キリストが上から介入,神に実存的に回心した。アウグスティヌスが「恩恵の博

士」doctor gratiae と称されるが,かつては「罪の博士」であった。だからこそ福音主義的

教会思想の父祖になることができた。一方,道徳的改革者ペラギウスは異端者として教

会から退けられた。 

 意外にも,ペラギウスは,「キリストの模範に従うことを可能にするのは,神からの賜物」と

言及していた40。ペラギウスの救済論の根底にある立論が,善悪二元論闘争歴史観に

あることを看破すべきである。〈神に選ばれていないのに選ばれたと思いこんでいる者

たち〉と,〈神に選ばれていなかったのに神に選ばれる者たち〉の対立の構図である。西

暦一～二世紀の小アジアのケーリントス Cerinthus から始まった善悪二元論闘争歴史

観の通性がある。 

 二元論は革命的な力をもっている。この世が不正であるという思想が支配的になる
41。必然的に他者排除と自己絶対化という主観主義的な形態へ変貌していく。狂信的

なほどに反社会的なスタンスをとるか,それともまったくアナーキー的無関心が顕在化

し,社会生活から遊離するようになる。「世は彼らを憎みました。私が世から出た者でな

いように，彼らも世から出た者ではないからです」(ヨハネ 17:14)と,現体制との非妥協

の生活を維持する。個々の成員は理想を具現化するために強固な信念,緊張,忍耐を

要しなければならなくなる。 

 

 c. 中世時代の農民革命への影響 

 11世紀以降の時代,欧州は十字軍派兵,農民一揆,疫病などによって疲弊した環境

が生じた。小作農民,不熟練職人など下層階級の人々の間に,終末思想が台頭した。

平静の時代には顕在化しない黙示文書的終末論,再臨待望が,地下水から噴出するよ

うに湧き出てきた42。カトリック教会は,アウグスティヌスの「無千年王国説」以外を容認し

なかった。宗教改革以降のルター派教会,改革派教会も「無千年王国説」を継承し,楽

観的な展望を持つ傾向が強かった。 

 16世紀,ヨーロッパで抑圧された農民,日増しに地位が低くなった職人達は終末の夢

に狂奔した。「貧しい人々は,幸いである。神の国はあなたがたのものである」43と信じ

た。ラディカルなイデオロギーである千年王国論が清廉無私の下層民の心を捉えた。

黙示録に示された終末の時が迫りつつあるという切迫感は現実からの離脱を促進し

た。既存のキリスト教会の腐敗堕落,僧職者の行状などへの批判が続出した。 

 終末史を何かある終局史と取り違える誘惑に陥る兆候が欧州で発生した。 

1525年 4月,トマス・ミュンツァー［1490頃-1525］が率いる貧農たちは暴動を起こし

た。ドイツ史が経験した最初かつ最大の農民蜂起となった。 

 1523年,ルターは「この世の権威について,人はどの程度までこれに対し服従の義務

があるのか」を発題した。その中で,農民たちに理不尽な君主の命に対しても無抵抗を

呼びかけた44。ルターは国家権力に対して盲目的服従を決して要求したのではない。
 

40 Expositiones ⅩⅢ  Epistularum Sancti Pauli A.Souter, Pelagius's Expositions of Thirteen Epistles of St.Paul 

J.A.Robinson Cambridge 1926 p.47; 〈アダムは罪の型を作ったに過ぎない。しかしキリストは無償で罪を赦し,し

かも義の模範を与えた。〉 
41 『二元論の復権』グノーシス宗教とマニ教 (Ｓ・ペトルマン 教文館 1985年 310頁)。 
42 ヨアキム[1130頃-1202]はイタリアのフィオーレで,Expositio in Apocalypsim[黙示録注解]を著わし,中世の終末

論に影響を与えた。1260年に「聖霊の時代」が到来したと注解。アウグスティヌスの「神の国」と教会を同一視す

る伝統的理解に決別を告げ,清貧運動と結び付いた。フランシスコ会の終末論が継承していった。 
43 ルカ 6:20。 
44 Luthers Werke in Auswahl Ⅲ Otto Clemen Bonn 1912-1933 ebd. Bd. ⅡS.382; 『ドイツ宗教改革』(渡辺茂 聖
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農民だけにでなく,諸侯に対しても激しい言葉で諫言している45。ミュンツァーは少数選

民による社会変革,間近な終末とキリスト再臨への期待などをもって公然とルター批判

を展開した。「領主たちは,貧しい者たちに戒めを広めようとして,神は汝盗むなかれと

命じた,という。しかし,それは無益で,かえって貧しい農夫,職人,すべての者を苦しめ,

恥かしめる原因となっている」46。 

 ミュンツァーも,神のみ業によって信仰に至り,神のみが恩寵を保証していることは認

める。しかし,律法そのものが,すでに,恩寵であり,義認であった47。 

 神に敵対する世と,未来の世という二つのアイオーンが激突した。ミュンツァーたちは,

「この世」(オーラーム・ハッゼ)の改革ではなく,この世そのもののトータルな否定を叫ん

だ。キリストへの信仰によって,義と認められる順序を倒錯するところに黙示思想の温床

があるだろう。整合性のためにラディカル終末論思想と混成したのである。反社会的な

常軌を逸したムーブメント,マインド・コントロールの犠牲者という発信内容の皮相だけ

では異端の本質を把握できないだろう48。 分派・異端のグループの教祖,指導者たち

の「神の義」の神学体系の分析,検証を通して,位相を提示しなければならない。 

 モンタノス派,ペラギウス派,ミュンツァー,19世紀初頭のセブンスデー・バプテスト,末

日聖徒イエス・キリスト教会,エホバの証人も行為義認の厳格さに関しては軌を一にす

る。黙示文書の義の理解が,「自分の義」(ローマ 10:3)を一義的に追求する起因となっ

たのであろう。義［善行］が救済につながり,不義［悪行］によって処罰を受ける二元論

である。「統治者である主よ，…私が多くの人にまさって御前で義とされ，私の願いが

御顔の前に届くのであれば」（エズラ記〈ラテン語〉 12:7）49にあるように,神の義の概念

に,裁判者としての神観を抱いている。 

 ルターもカルヴアンも律法の対極であるキリストに対する「信仰のみ」 sola fide in 

solo Christo を教示した。信仰義化を受けた者が,キリストの統治する王国 königreich

を相続する。 

 

(3) 統一的コンプリヘンシブによる終末論 

 a. 「王国が来ますように」 

 イエスの説教の「神の国」の中に,神の支配の現在性と未来性がある。イェッツト・ ショ
 

文舎 1978年 77-78頁)。〈この世のはじめから賢明な君主は珍しい鳥である。敬虔な君主はなおさらそうであ

る。彼らは大部分地上で最大の愚者があるいは最大の悪漢である。だから,われわれはいつも彼らから最悪のこ

とを予期しなければならぬ。〉 

AaO  Ⅱ S.383; 同 78頁。〈暴君たちはマイセン,バイエルン,ブランデンブルクその他でわたしの新約聖書を,

あちらこちらの官庁に引き渡すよう命じた。その場合,家屋に侵入して,書物や財産,その他のものを腕力を振って

奪えと命令するならば,われわれはこれを甘受しなければならない。不法に抵抗しないでこれを耐え忍ばなけれ

ばならない。〉 
45 Weimarer Ausgabe D.Martin Luthers Werke Kritische Gesamtausgabe 1883 9L S.294; 『ルター著作集』第一集 

６ (聖文舎 1981年 319頁)。〈あなたがたは神のこうした怒りの原因となっているのであるから,早晩その生活態

度を改めないかぎり,あなたがたの上にも神の怒りが加えられることは必然である。〉 
46 Schriftern und Briefe. Kristische Gesamtausgabe, harsg.v.Günther Franz, Gütersloher Verlagshaus Gerd Moh, 

Thomas Müntzer 1968 S.329;『ルター神学とその社会教説の基礎構造』倉松功  創文社 1977 年 470 頁。 
47 AaO  S.221-222; 『ルター神学とその社会教説の基礎構造』469-470頁 。〈義認を経験した者は律法を厳

しく語る。そうでない説教は,蜜のように甘い神の言葉であり,それは見かけは美しいが毒である。律法によって,人

は神に似,キリストに似たものとなるのである。〉 
48 マインド・コントロールの語は,元統一協会のスティーブ・ハッサンによって広まった。反社会的な経済詐欺行為

などを平気でする宗教団体に適用する場合が多い。社会学の立場からは特定のグループをステレオタイプ化し

た同一視により,魔女狩りのように追い込む問題性も指摘されている。「信者が『世代』を語る時―『エホバの証

人』の布教活動に現われたカテゴリー化実践の分析―」『宗教と社会』兼子一 1999年 第 5巻 39-59頁。 
49 『旧約聖書外典(下)』新見宏訳 講談社 1999年 188頁, 『新共同訳』続編エズラ記(ラテン語) 12:7。 
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ーンとノッホ・ニヒトの局面と言える。ノルマンディ上陸作戦［1944年］の表現がわかりや

すい。「Ｄ-デイ」の侵攻は,最終的かつ完全な,現実の勝利の瞬間である「Ｖ-デイ」に

先だって起こらねばならなかった。キリストの死と復活はＤ-デイであり,再臨と最後の審

判はＶ-デイのようなものである50。 統一的コンプリヘンシブに通釈することによって,平

衡のとれた終末論を把握できるだろう。 

「しかし，私が神の霊で悪霊を追い出しているのなら，神の国はあなたがたのところ

に来たのだ」(マタイ 12:28)は現在性の聖句である。一方,「もし片方の目があなたをつ

まずかせるなら，えぐり出しなさい。両目がそろったままゲヘナに投げ込まれるよりは，

一つの目になって神の国に入るほうがよい」(マルコ 9:47)は未来性に属する。では, 

イエスが「神の国は近づいた」「御国が来ます」と述べた真意はどちらか。黙示思想の

延長上の「来るべき世」(オーラーム・ハッバー)に相当するのだろうか。 

  福音書の主の祈りに「御国が来ますよう」^t>Wklim: %iylim.T; タムリーフ マリフトゥハ 
がある。（マタイ 6:10）51。 しかし,旧約聖書に,「王国」が「来る」の用法はない。常に

「王が統治する,支配する」という表現である。聖書の王国は民主主義の国家の形態と

は異なる。キリストが宣教した Kingdom とは何であったのか52。 

  マタイの福音書には「天の国」が 33回,「神の国」は 4回出て来る。「王国」とは「支

配」,つまり「王権支配」が原義である。 

 マタイ 5章には,(イー・バスレイア・トゥー・セウー

［神の王権支配］)が出て来ない。(イー・バスレ

イア・トォーン・ウーラノーン［天の王権支配］)である。マタイは「神」と

いう直接表現を避けた。「天」と言い換えたのはユダヤ教的な用法にすぎな

い。当時ラビたちは~yim;V'h;-tWkl]m' マラフート・ハシャマイムの言葉を用いて,

ユダヤ人に今すぐに神支配のくびきを負うように勧めていた53 。 

 キリストの弟子は「主の祈り」をイエスから直接学んだ。聞いた者は すべ

てユダヤ人であった。唯一神信仰のユダヤ人は,キリストに出会うまでに親し

んだ祈り方や,賛美があったはずである。「カッディシュの祈り」はシナゴー

グで礼拝の説教の終わりに常に捧げられていた。イエスの意図を了知するには

必須知識であろう。  

  「彼の偉大な名が, 

  この世界において偉大とされ, 

  また聖別されますように,彼が御意志に従って 

  創造なされたこの世界において。 

  彼は彼の王支配を,あなた達の生活とあなた達の日々と 

  イスラエルの全家の生活においておこなわせられますように, 

  速やかに,そして近い将来に」54 

 イエスと同時代の人は,この祈りをすぐに想起したにちがいない。意味を即
 

50 『キリストと時』Ｏ・クルマン 岩波現代叢書 1954年 69-70頁。クルマンはエレミアス,キュンメルと同様,救済史の

角度から「現在的・未来的終末論」を掲げた。jetzt schon と noch nicht の緊張関係を言及し,ブルトマンの実存的終

末論を論駁。 
51 Thy Kingdom Come part 1 Bradford Young Jerusalem Perspective Sep.1988 p.1. 
52 Inleliding in zendingswetenschap J.H.Bavinck Kampen p.157. 
53 Kommentar zum Neuen Testament aus Talmud und Midrasch H.L.Strack und P.Billerbeck, 4Bde, M・chen 

1956 S.176-178. 

 
54 The Old Jewish-Aramaic Prayer. The Kaddish Leipzig 1909 p.21-24. 
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座に消化しただろう55。「カッディシュの祈り」は,神支配が速やかに来るよう

に祈願する祈りである。したがって,厳密には,「御国が来ますように」を「ご

支配が世に行きわたりますように」の訳出も可能である56。 

 

 b. 神の到来による義の宣告 

 イエスは,シナゴーグでイザヤの巻物から教えた。（ルカ 4:15-19,イザヤ 61:1-2）。

「『強くあれ，恐れるな。 見よ，あなたがたの神を。 報復が，神の報いが来る。 神は

来られ，あなたがたを救う。』 その時，見えない人の目は開けられ 聞こえない人の耳

は開かれる。 その時，歩けない人は鹿のように跳びはね 口の利けない人の舌は歓

声を上げる」(イザヤ 35:4-6)。 エルサレム・タルムードのタアニート項に出て来る祈り

は近似性がある。「あなたの名が高められ,聖ならしめられ,たたえられよかし,われらの

王よ,あなたが送って下さるあらゆる雨粒のゆえに」（PT タアニート 64b）。待ちに待った

雨が天から降ってきた。「王」のみ名と統治に感謝する祈りが常であった。弟子たちは,

「主の祈り」の「み国」を救済論的に「神の支配」と受け止めていただろう。 

 「天の国」は死後の「天国」を意味するのではない。神が樹立する未来の来たるべき

「千年王国」のことだろうか。黙示思想的終末論者は,「御国が来ますように」をラディカ

ルな期待の一因とする。「古いアイオーン」が滅ぼされた後に到来する「新しいアイオ

ーン」と一義的に解釈する。「主の祈り」をエスカトンの切迫性の角度からだけで判読す

るのは近視眼的である(Ⅱペテロ 1:9)。コンテキスト「スー(あなたの)御国」に着眼

すべきである。「あなた」とは「王」―支配者を指している。つまり,「今おられ,かつておら

れ,やがて来られる方」（黙示録 1:8）であろう。「やがて来られる方」として「主イエスよ，

来たりませ」(黙示録 22:20)とヨハネは期待した。歴史の始まりであり,歴史の終わりで

あり,その間に現臨する万物の支配者が,歴史に介入する。永遠なる方が,パンを裂く礼

拝の「時間」の中にも臨在する。感謝,喜び,賛美の霊的な犠牲の瞬間である。〈時間の

中に存在するこの世界の意味として起こるべきであったところのことは,この出来事の中

で起こった。…すべての人間も…この終わりの日に生きている〉と言えよう57。最後の日

はイェッツト・ ショーンに到来した。最後の日は途上にあって,あとは経過し,終了する

だけなのである。 

「御国が来ますように」の真意は「まことの神」であり,「まことの人」である方の支配権

が今も,未来永劫にわたって行使されることへの懇願であろう。「王」のイメージに,疎遠

の概念は含まれていない。「彼が世界よりいかに高くはなれていたにせよ,人がシナゴ

ーグに入って,柱の陰の(人目につかないところに)立って小声で祈りをささやいただけ

でも,ほむべき聖なるお方はその祈りを聴いてくださる。口が耳に近いと同じくらいに被

造物にこれほどに近くいます神がほかにあるだろうか」(PTベラホート 13a)58。 

 したがって,「主の祈り」はメシアの支配が〈すでに〉［実現し］〈まだ〉［完成していない］

ことを感謝,賛美しつつ,嘆願する内容である。礼拝の中で,とりわけ聖餐式で,「ご支配

が世に行きわたりますように」とは現臨に注視し,終末論的実存を体験している。つまり,

キリストの弟子たちも一世紀に始まった王権［支配］を力強く告白してきたのである。 
 

55 『マタイによる福音書』Ⅰ・１ EKK新約聖書註解 ウルリヒ・ルツ 教文館 1990年 491頁。 
56 マタイ 6:9 『新約聖書』ウィリアム・Ｍ・ギャロット 角川文庫 1999 年 29頁,『共同訳』日本聖書協会 1978年版 

〈あなたの支配を行き渡らせてくださいますように。〉 
57 )『教会教義学』「創造論」Ⅱ・3 カール・バルト 新教出版社 422頁。バルトは歴史の永遠と時間を鳥瞰図法の

ように絶対的観点から考察する。〈現実的な終末史については,あらゆる時にいつもその都度『終わりは近い!』と,

いわねばならないでろう〉『カール・バルト著作集』15 新教出版社 91,92頁。超越的な神が突如として上から突

入することを弁証する。 
58 『タルムード入門Ⅰ』Ａ・コーヘン 教文館 1997年 144-145頁。 
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 キリストは追随者に「王国」と「義」を求めるようにと勧めた(マタイ 6:33)。 

 hq'd'c . (ツェダカー righteousness「義」の意)に関して「ヨハネが来て，義の道を示し

たのに，あなたがたは彼を信じず，…彼を信じようとしなかった」(マタイ 21:32)と書か

れている。報酬的思想ではなく,神の恩恵の視座から義をとらえる必要がある。福音書

に「義」の登場は少ない59。ツェダカーの原義は,「救い」の概念である60。いわば同義語

的である。「わたしはわがツェダカー[救]を近づかせるゆえ,その来ることは遠くない。わ

が救はおそくない。わたしは救をシオンに与え,わが栄光をイスラエルに与える」。(イザ

ヤ 46:13 『口語訳』)。パウロは,「救いの日にあなたを助けた」(イザヤ 49:8)を「今こ

そ，救いの日」(Ⅱコリント 6:2)と解釈した。新約の救済は,神の意志としての「神の国」

であり,「義」であろう。 

 不義者が義と宣告されるのは,人間の法規定を超越する。神の義,つまり救済行為が

恩恵として機能するからである。ツェダカーは「救い,恵みの業」を含意する。個人が求

める「義」も,「救い」と考えるなら,異端に見られる自己義認や硬直した教義,地平線上

の神の千年王国を希求する急進的な終末論は生まれないだろう。福音 Good News と

は,終末論的「神の王国」が,今すでに義の形をとって到来している宣言である。 

 

 c. ラディカルな終末論を凌駕する弁証 

19世紀以降の終末論も,アルベルト・シュヴァイツァーの黙示思想的終末論61と,ブル

トマンの実存的現在終末論62の二極の間を往来する振り子のように傾く思惟から脱却

できないでいる。キリスト教的終末論は,未来学やマルクスのイデオロギーの収斂に翻

弄されてきた。パネンベルクやモルトマンの終末論にしても,聖書から弁証した体系で

ないと間隙を縫うかのように異端の黙示的終末論が闊歩する様相を提供してしまっ

た。 

異端は,古いアイオーンが破滅し,新しいアイオーンが起こされる直前の表象によっ

て平静さを喪失する。天変地異,貧困,エイズ,圧制,腐敗などの素材に過敏になり,黙示

録のハルマゲドン接近に備えて,コロニーなどに共同生活するようになる。共生する仲

間だけによる禁欲的エリート主義に自己満足する。自己義を絶対化する。 

しかし,不穏な時代であっても,神の義=救済を待つべきである。なぜなら「その日,そ

の時は，誰も知らない」(マルコ 13:32)とイエスは黙示的時間表の明解な分析をすす

めなかったからである。またパウロも「きょうだいたち，その時と時期がいつなのかは，あ

なたがたに書く必要はありません」(Ⅰテサロニケ 5:1)とエスカトンに関心を示さなかっ

た。 
 

59 Synonyms of the Old Testament by R.B.Girdlestone Eerdmans 1897 p.166;  マルコはゼロ, ルカは一度だけ,  

ヨハネは 2回,マタイは 8回,パウロは書簡に 66回用いた。 
60 Hebrew and English Lexicon of the Old Testament  W.Gesenius 1975 p.842; 『旧約聖書ヘブル語大辞典』  

名尾耕作  聖文舎 1982年 1145頁。  
61 アルベルト・シュヴァイツァーは,イエスの終末論がユダヤ黙示思想によって規定されていることを論及。個人的な

終末論 eschatologia individualisの内面的な不死ではなく,近い将来に待ち受ける世界的出来事であると,神の国の

到来を徹底させるための「徹底的終末論」Konsequente Eschatologieを唱えた。ヨハンネス・ヴァイスの「超越的な終

末論」から派生した。 
62 『ブルトマン著作集』14 新教出版社 131-132頁。〈歴史の意味は時の終わりにやっと成就するのではない。そ

うではなく,人間が今,イエス・キリストにおいて現われた神の恩寵をつかみとり,そのことによって新しい人間となると

き,そのつど人間の生活のうちに成就するのである。〉バルトと同様に,黙示思想に基づく歴史的未来の視点を否定

する。究極的に,永遠の命を受け取るカイロスと,審判を受ける危機のエスカトンとは自己の決断による時を実存的終

末論として展開する。60年代以降になると,パネンベルクが,人類の進化進歩［創造］と終末的神の王国［和解］が回

復によって重なると展望し,普遍史を啓示の舞台と主張する。一方,モルトマンは『希望の神学』(新教出版社 1968

年)の中で,ヘーゲル的に歴史の過程を目的論的にとらえ,社会倫理への影響に参与するように歴史回復へ私たち

を向けている。 
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キリストの支配が上から垂直的に介入するカイロス[瞬間的時間]を見なければならな

いだろう。「時は満ち,神のバシレイアは近づいた」(マルコ 1:15)という宣明はカイロス

である。「アルファであり，オメガである」(黙示録 1:8,21:6,22:13)方は,永遠の昔からの

先住性があり,父なる神と向かい合っていた。(ヨハネ 1:1)63。人性という肉を摂取し,永

遠が時間に突入した。(ヨハネ 1:14)。新しいアイオーンが始まったのである。 

悔い改めて,福音を信じるための時が,エスカトンであろう。その瞬間に古い時が終わ

ったのである。「私が神の指で悪霊を追い出しているのなら，神のバシレイアは

エフサセン エフ ユマス “あなたがたのところに来たのだ”」，と

すでに始まっている(ルカ 11:20)。「だから，誰でもキリストにあるなら，その人は新しく

造られた者です。古いものは過ぎ去り，まさに新しいものが生じた」(Ⅱコリント 5:17)。

キリストに似る者,栄光化し,完成する突破口への「時は満ちた」のである。 

時間[カイロスとエスカトン],空間[オーラーム・ハッゼとオーラーム・ハッバー]の黙示

的二極相に対する弁明が必要である。大気中の窒素と酸素は,自然には混合しない。

しかし,稲妻の介入によって,結合し,雨と共に大地を潤し,植物を生育している。光であ

るキリストにより,統一的理解が可能になる。 

神の視点から,個は義であっても,実際的には厳然たる罪性がある。義人にして同時

に罪人である(simul iustus et peccator)。罪の赦しを「今すでに」得ていても,罪性が「い

まだなお」の中間の途上に生きている。しかし,聖霊は,先取り Prolepsis して王国を「受

け継ぐべきものの保証」(エフェソ 1:14)を与えた。エスカトンというギリシャ語は成就の

意をも含意している。キリストによる王国と義は「今すでに」歴史的な事柄 das 

historischeを契機として機能している。その希望と喜びを告白するのが終末論的生き

方である。 

実際には罪人,しかし希望においては義人(peccator in re, iustus in spe)なのである。 

参与論的終末論では,罪ある存在から自由にはならない。異端は苦悩からの解放,

解脱を主張するが,個人の罪性には重点をおかない傾向がある。救済が二元論的に

死から不死,すなわち永遠の命こそが勝利とみなすからである。「 敵として，

死が無力にされます」(Ⅰコリント 15:26)に焦点を先鋭化する。罪からではなく,死から

の救済に力点が移行してしまっている。裁きから無罪宣告を獲得できるのは,到来した

神の宣告に依拠する。「今日,救いがこの家を訪れた」(ルカ 19:9)。罪を赦す,裁き主な

る神の恩寵に拠る。父なる神による黙示思想的処罰はイェッツト・ ショーン「今すで

に」,キリストの十字架で成就している。 

したがって,終末的完成とは,以前に時間的にとらえていた局面ではなく,時間から解

放された究極性を見つめ,救済の最終的決定的瞬間を味わうことである。「もはや 彼

らの罪や不法を思い起こすことはない」(へブライ 10:17)と永遠なる神は宣言する。ヒン

ドゥー教徒のように一元論的な見方で善悪双方を包含する神に誤解してはいけない。

キリストは「新しい創造」という時を与える。再生者には未来永劫に,終わりのない終末

意識を止揚する。 

統一的コンプリヘンシブの見方を構築するとは,聖霊を通して同時性を味わうことで

ある。イェッツト・ ショーンとノッホ・ニヒト，義人と罪人,未来的終末論と実存論的

終末論の二極の思惟を新しく調和させ統一するアウフヘーベンである。「キリストは，

私たちの平和であり，二つのものを一つにし，ご自分の肉によって敵意という隔ての壁

を取り壊し」(エフェソ 2:14)。義を宣告しつづけているキリストを中心とする統一的コン

プリヘンシブの視座を弁証する時,異端の人々の目からうろこがとれるだろう。 
 

63 拙論 拙著「目薬」誌 №21「キリストとはだれか 3」 2000年 12-13頁。 


